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（3）平成１７年度基本健康診査受診者における高血糖・高血圧・高脂血リスクの重
複状況  
健診結果から高血糖・高血圧・高脂血の重複状況を BMI２５以上と BMI２５未

満の比較では、有所見者は７．５倍であった。肥満者を減少させることが、高血

糖・高血圧・高脂血の有所見者及びメタボリックシンドロームの該当者を減らす

ことになるため、肥満対策が重要である。また、有所見の最多が高血圧であった。

BMI２５以上で有所見の重なりをみると、２項目以上の重なりが３８．２％で、
そのうち高血糖と高脂血の２項目の重なりが４．４％に対し、高血圧と高血糖は

１１．６％、高血圧と高脂血は１１．５％、３項目の重なりが１０．７％であっ

た。高血圧者を減少させることが、メタボリックシンドロームの予備軍・該当者

を減らすことになるため、血圧対策も重要である。  
   BMI２５未満においては、高血糖・高血圧・高脂血の有所見が１６人に１人あ

った。有所見の最多が高血圧と高脂血であり、メタボリックシンドロームに傾注

することで見逃がす恐れがあるため、非肥満者の異常者に対する関わりも必要で

ある。  

 

 




